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社団法人 日本芸能実演家団体協議会   芸能文化振興部 
〒160-8374 東京都新宿区西新宿 6-12-30 芸能花伝舎２Ｆ    http://www.geidankyo.or.jp/ 

TEL:03-5909-3060    FAX:03-5909-3061    Email:infope@geidankyo.or.jp  

主催：（社）日本芸能実演家団体協議会[芸団協]  共催：新宿区  助成：（社）私的録画補償金管理協会［SARVH] 

［日 時］2009 年 ３月 ２９日（日）午後６時開演 

［出演者］◎演奏とお話し 

三味線：七 世  杵屋 巳太郎 /岡 安  喜 三 郎 /柏  要 吉  

唄：杵 屋 長 四 郎 /杵 屋 長 寿 郎  

聞き手：徳田 浩 （ 元毎日新聞編集委員）  

［参加費］5,000 円 

［曲 目］長唄「越後獅子」「多摩川」（いずれも抜粋） 

「黒御簾合方集」（「魚屋宗五郎」より） 

［会 場］芸能花伝舎 （新宿区西新宿 6-12-30 旧淀橋第三小学校） 

※丸の内線「西新宿」徒歩約 5 分/大江戸線「都庁前」約 6 分/ＪＲ「新宿駅」徒歩約 15 分 

※チケットの申し込みは芸能花伝舎１Ｆ受付またはチラシの記入欄をお使い

になるか、芸団協(TEL:０３-５９０９-３０６０)まで直接お問合せください。 

七世 杵屋 巳太郎 

舞踊曲としても有名な「越後獅子」と、三味線の技が冴える「多摩川」を一部抜粋して演奏。 

歌舞伎の人気演目「魚屋宗五郎」から、宗五郎が酒を飲むシーンに重ねられる音楽のさまざまを 

「黒御簾合方集」として紹介。巳太郎師ならではのエピソード満載のプログラムです。 

 



■《三味線》   七世 杵屋 巳太郎（きねや みたろう） プロフィール ■ 

 
 
 
 

 

 

■《聞き手》  徳田 浩（とくだ ひろし） プロフィール ■ 

元毎日新聞編集委員（同社終身名誉職員）、柔道新聞編集長、日本ラトビア音楽協会常任理事。 

毎日新聞時代、杵屋巳太郎氏を取材して長唄に興味を持ち、1988 年長唄杵巳流に入門。激務を縫って稽古に励み、1933 年、「杵屋巳朗」の名を 

許される。2008 年、「風韻＝長唄杵巳会 80 年の歩み」を完成した。 

 

会場のご案内 

会場は芸能花伝舎になります 

 

     （旧新宿区立淀橋第三小学校） 

〒160-8374 新宿区西新宿 6-12-30 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
◎芸能花伝舎では、落語やオペラ、義太夫などを気軽に体験できる『悠遊ライフ芸能講座』シリーズや 

人間国宝のトーク＆ライブ『花伝シリーズ』なども実施しています。 
詳しくは、芸団協ＷＥＢサイト［http://www.geidankyo.or.jp/（芸能花伝舎ページ）］をご覧ください。 

 

参加申し込み 

 

＊花伝シリーズ参加申し込みは、直接お電話（03-5909-3060）いただくか、下記の方法でお申込みください。 

◆ＦＡＸで：下記のフォームへ記入し、切り取らずにそのまま送信してください 

◆Ｅメールで：件名を「花伝シリーズ参加申込み」とし、下記フォームと同様の必要事項をお知らせください。 

ＦＡＸ：０３－５９０９－３０６１    Ｅメール：taiken@geidankyo.or.jp 
※頂いた個人情報は、芸能花伝舎の催しのご案内などに利用する場合がございます。 

お名前 
 
 
 
 

ご住所  〒 

 

電話                  ＦＡＸ                 Ｅメール 

日 程 価 格 希望枚数 備 考 

[花伝２]杵屋 巳太郎（歌舞伎長唄） \5,000
       枚

2009 年３月 29 日 １８時～ 

※頂いた個人情報は、芸能花伝舎の催しのご案内などに利用する場合がございます。 

■丸ノ内線「西新宿」徒歩約 5 分 
■都営大江戸線「都庁前」Ａ５出口徒歩約 6 分 

■「新宿駅」西口から徒歩 約 15 分 

体体体 育育育 館館館    

芸能花伝舎とは・・・ 
２００４年１１月、新宿区と芸団協が文化協定を結び、旧淀橋第三小学校（1997 年閉校）を活用する芸能拠点が「芸能花伝舎」です。  

１３の創造スペース（稽古場）を持ち、舞台などの稽古利用を中心に、最近ではテレビ・映画・CM などの撮影にも利用されています。 
また、どなたでもご利用いただけるスペースの用意もあります。 

創造スペースのほかに、芸能に関係する機関団体の事務所と、新国立劇場の演劇研修所（NNT ドラマスタジオ）が入居しており、演劇、音楽、 

舞踊、演芸などさまざまな芸能分野の関係者が集い交流する、芸能文化の総合的な拠点として機能していくことを目指しています。 

1937年、東京都出身。父・六世家元杵屋巳太郎の長男として生まれ、幼少より父母に長唄の手ほどきを受ける。1946年、十四世杵屋 

六左衛門に入門。1956年、18歳で七世杵屋巳太郎を襲名。1971年、尾上菊五郎劇団音楽部に入部し、現在は音楽部代表部長として、演奏

活動に加え、後進の育成と外部交渉のすべてに当たる。1981年、国立劇場養成課、歌舞伎音楽育成コースの主任講師。1993年「第1回杵屋

巳太郎リサイタル」の成果に対し、同年、平成５年度芸術祭賞（文部大臣賞）受賞。以後リサイタルを6回まで開催。 

1999年、社団法人伝統歌舞伎保存会の理事に就任。2007年、「歌舞伎音楽長唄」の重要無形文化財保持者に認定。同年、社団法人長唄

協会常任理事に就任。 


